
 

年
度
・
年

偏差値 順位

年
度
・
年

偏差値 順位

産業構造の改革 工業系用途面積比率 ⑱ 28.7 (47位) ㉖ 28.7  (47位)

県内就業の促進
出身高校所在地県の
大学への入学者割合

⑱ 39.2  （44位） ㉘ 38.8  (44位)

観光の振興
国宝に指定されている
建造物の件数

⑱ 94.1 (1位) ㉙ 93.6  (1位)

農・畜産・水産業の振興
基幹的農業従事者に
おける45歳未満の者の
占める割合

⑰ 45.7 (29位) ㉗ 45.8  (29位)

林業・木材産業の振興
林業就業者における
35歳未満の者の
占める割合

⑰ 32.9 (47位) ㉗ 29.3  (47位)

年
度
・
年

偏差値 順位

年
度
・
年

偏差値 順位

健康づくりの推進
※生活習慣病による
死亡率（人口10万人当たり）

⑱ 50.2  （12位） ㉗ 47.4  （15位）

医療の充実
人口10万人当たり
一般病院病床数

⑱ 42.8 （33位） ㉗ 45.3  （32位）

福祉の充実 ※高齢化率 ⑱ 49.5  （14位） ㉘ 47.8  （27位）

少子化対策・女性の活躍促進 合計特殊出生率 ⑱ 37.4  （43位） ㉘ 37.8  （41位）

学びの支援
出身高校所在地県の
大学への入学者割合

⑱ 39.2  （44位） ㉘ 38.8  

重点課題の体系 指標名

前回 今回

重点課題の体系 指標名

前回 今回

経済の活性化

構造指標

くらしの向上

【構造指標】＝奈良県が置かれている構造的な理由により、中長期的に変化の現れにくい指標

※は数値の低い方が上位になる指標

本県は大都市に隣接している

ために県外就業率が高く、か

つては住宅地の整備を優先し

てきたこともあり、工業系用途

面積比率が低くなっています。

人口に占める高齢者の増加

に伴い、農業・林業従事者の

高齢化も進んでいます。

奈良県では、これまで過大な病

床整備が行われてこなかったこ

ともあり、人口10万人当たり一

般病院病床数は依然として全

国平均より下位にあります。

出身高校所在地県の大学への

入学者割合率は、近隣府県に

大学が多いことから、県内大学

への入学者割合は低い傾向で

す。

経済的要因や女性の働く環境

等により、合計特殊出生率は全

国平均より下位になっていると

考えられます。

国宝に指定されている建造物

の件数は64件で、1位を保って

います。
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(44位)

 

 

市町村への支援

効率的・効果的な基盤整備

協働の推進

53.3 

51.3 

56.2 

37.0 
31.8 

53.8 

44.7 

52.5 

【行動指標】

駅の段差解消率

(1日の平均利用者数

3千人以上)

⑰ 27位 → ㉗ 36位

【成果指標】

汚水処理人口普及率

⑱ 18位 → ㉗ 19位

【成果指標】

外国人訪問客数

⑱ 11位 → ㉘ 9位

【行動指標】

歩道整備率

⑱ 45位 → ㉘ 45位【行動指標】

県管理道路の

道路整備率

⑱ 46位 → ㉗ 46位

【行動指標】

ノンステップバス

導入率（総車両数比）

⑰ 27位 → ㉗ 16位

【成果指標】

※人口10万人当たり

交通事故発生件数

⑱ 10位 → ㉗ 23位

46.7 

50.4 

45.5 

47.7 

43.4 

64.8 

45.5 

52.7 

【成果指標】

ボランティア行動者率

⑱ 25位 → ㉘ 28位 【成果指標】

人口10万人当たり

認証NPO法人数

⑱ 38位 → ㉘ 21位

【行動指標】

災害に関係した

活動行動者率

⑱ 30位 → ㉘ 34位

【成果指標】

観光ボランティア

ガイド組織数

㉒ 17位 → ㉗ 19位

【行動指標】

まちづくりのための

活動行動者率

⑱ 24位 → ㉘ 30位

【行動指標】

余暇を利用して学習を

行っている人の割合

⑱ 3位 → ㉓ 4位

【成果指標】

自主防災組織率

⑱ 32位 → ㉘ 39位

【行動指標】

ボランティア活動者の

平均活動時間

⑱ 20位 → ㉓ 28位

34.7 
48.4 

45.6 

42.5 

54.2 

53.7 

61.1 

【成果指標】

※ラスパイレス指数

（市町村平均）

⑱ 8位 → ㉘ 9位

【行動指標】

市町村職員削減率

⑱～㉒ 5位 → ㉔～㉘ 5位

【行動指標】

市町村税徴収率

（市町村平均）改善ポイント

⑱～㉒ 3位 → ㉓～㉗ 15位

【行動指標】

ラスパイレス指数

（市町村平均）改善ポイント

⑱～㉒ 10位 → ㉔～㉘ 37位

【成果指標】

※人口1,000人当たり

市町村職員数

⑱ 37位 → ㉘ 33位

【成果指標】

市町村税徴収率

（市町村平均）

⑱ 41位 → ㉗ 28位

【成果指標】

※経常収支比率

（市町村平均）

⑱ 47位 → ㉗ 44位

【行動指標】

経常収支比率（市町村平均）

改善ポイント

⑱～㉒ 8位 → ㉓～㉗ 10位

【行動指標】

土砂災害警戒区域の

指定率

⑱ 30位 → ㉘ 1位

63.2

【人口10万人当たり

認証ＮＰＯ法人数】

全国、奈良県ともに、認証ＮＰＯ法

人数は年々増加しており、人口10

万人当たり認証ＮＰＯ法人数の全

国順位も上昇しています。

【市町村税徴収率（市町村平均）】

「奈良モデル」の取組として、県職

員を市町村に派遣し協働徴収を行

う常駐派遣や7町と協働して滞納整

理に取り組むネットワーク型協働

徴収等により、6年連続して市町村

税徴収率が改善しています。

【人口10万人当たり

交通事故発生件数】

通学路の危険箇所等の歩道整備

等や道路・街路事業の完了宣言箇

所の供用を着実に進めています

が、歩道整備率及び県管理道路

の道路整備率は伸び悩んでおり、

交通事故発生件数は減少している

ものの、奈良県の減少率は全国と

比べて低いことから、人口10万人

当たり交通事故発生件数の全国

順位は下がっています。
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年
度
・
年

偏差値 順位

年
度
・
年

偏差値 順位

文化の振興
人口100万人当たり
博物館数

⑰ 49.9  （17位） ㉘ 53.4  (11位)

スポーツの振興
人口100万人当たり
スポーツ施設数

⑰ 43.0  （35位） ㉗ 42.0  (36位)

安全・安心の確保
※都道府県別市町村
災害対策本部設置回数

⑱ 54.8  （5位） ㉔ 53.4  (25位)

景観・環境の保全と創造
都市計画区域の
風致地区面積割合

⑲ 85.7  （1位） ㉗ 85.8 (1位)

エネルギー政策の推進
ＦＩＴ制度による水力発電
（200kW以上）導入実績

㉔ 48.1  （25位） ㉘ 44.0 (28位)

くらしやすいまちづくり 都市公園面積 ⑱ 54.6  （14位） ㉖ 53.6 (16位)

年
度
・
年

偏差値 順位

年
度
・
年

偏差値 順位

効率的･効果的な基盤整備
高規格幹線道路の
供用延長整備率

⑲ 48.5 （30位） ㉗ 44.4  （32位）

協働の推進
年齢別推計人口の
10～74歳の割合

⑱ 59.0  （8位） ㉘ 54.6  （16位）

市町村への支援
財政力指数
（市町村平均）

⑱ 44.3  （17位） ㉗ 44.0  （16位）

前回 今回

重点課題の体系 指標名

前回 今回

重点課題の体系 指標名

くらしの向上

【構造指標】＝奈良県が置かれている構造的な理由により、中長期的に変化の現れにくい指標

効率的・効果的な基盤整備、協働の推進、市町村への支援

構造指標

※は数値の低い方が上位になる指標

可住地面積割合が全国で最も

低いことや、新たなスポーツ施

設を整備するきっかけとなる国

体等の行事が昭和59年以降

開催されなかったこと等によ

り、人口100万人当たりのス

ポーツ施設数は低位にあると

考えられます。

都市の自然的景観を維持し、緑

豊かな生活環境の形成に寄与

することを目的に指定される都

市計画区域の風致地区面積割

合は、全国1位を保っています。

高規格幹線道路を整備するた

めには、広範な用地と高度な構

造物の構築が必要であり、多

大な費用・時間を要することか

ら、高規格幹線道路の供用延

長整備率は、中長期的に変化

が現れにくくなっています。

県内の産業基盤が脆弱であ

ること等から、市町村税収は

平成19年度決算から平成26

年度決算まで7年連続で減少

しており、平成27年度は増加

に転じたものの、その占める

割合は近年では歳入全体の3

割程度にとどまっているなど、

県内各市町村の財政基盤は

依然として脆弱です。
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